		
様式
仙台市集団移転跡地利活用に係る事業者公募に向けた対話
参加申込書

　対話へ参加したいので、申し込みます。
　なお、提出者は本対話への参加除外条件に該当しません。

令和平成　　　　年　　　　月　　　　日

（あて先）　仙台市長　奥山　恵美子郡　和子

	
	
	（提出者）
	住　　所
	

	
	
	
	
	
	商号又は名称
	

	
	
	
	
	
	代表者氏名
	印



	
	
	（担当者）
	所属部署
	

	
	
	
	
	
	担当者名
	

	
	
	
	
	
	送付先住所
	

	
	
	
	
	
	電話番号
	

	
	
	
	
	
	FAX番号
	

	
	
	
	
	
	電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	



１　対話希望日時
　　ご希望の日時につきまして、できるだけ３カ所以上「○」印を記入してください。
	日　時
	11/245/22
	5/2311/25
	5/2411/28
	11/29
	[bookmark: _GoBack]5/2511/30

	午前（ 9:30～12:00）
	
	
	
	
	

	午後（13:00～15:30）
	
	
	
	
	

	夕方（15:30～18:00）
	
	
	
	
	

	全時間帯可能
	
	
	
	
	


　※参加の申込み状況によっては、ご希望に沿えないことがあります。
　※１団体あたり最大1時間程度でお話を伺います。

（以降、可能な範囲でご記入ください）
２　計画している利活用
（１）利活用の事業概要について
	想定している事業の実施主体（企業名，共同企業体など）をご記入ください。


	利活用を希望する面積、位置をご記入ください。（複数ブロックも可能です）
　希望面積：　　　　　　　　　　　　　　　　
　希望位置：　　　　　　地区　　　　　　ブロック

	計画している事業の構想をご記入ください。
（利用用途や施設の整備内容（規模）など、できるだけ詳しくご記入ください。）

	本市の「新たな魅力」として、事業の実現により期待される効果等をご記入ください。


	計画している事業を、当該津波被災地である荒浜地区で実施したいと考えた理由をご記入ください。


	想定している集客見込数をご記入ください。
集客見込数：　　　　　　　　　　　　　　　

	準備や整備に要する期間など、想定しているスケジュールをご記入ください。


	計画している事業について、初期投資や事業継続に係る費用の概算をご記入ください。
また、現時点で想定している資金調達の方法をご記入ください。



（２）利活用にあたっての提案等について
	提案を考えている計画している事業について、元住民などが行っている地域貢献地域活動や地域との連携などがあればご記入ください。


	利活用にあたって計画している避難計画や交通対策をご記入ください。


	町内会・自治会が存在しない荒浜地区においては、今後新たに設立される元荒浜住民や現地活動家、さらには本事業の選定事業者による地域マネジメント組織がその役を担う予定です。この組織への関わり方、必要と考える取組提案を考えている地域マネジメントの仕組み等があればご記入ください。


	その他、利活用にあたっての提案等があればご記入ください。




（３）事業者公募の条件等について
	希望する借地期間をご記入ください。


	希望する市の支援内容をご記入ください。


	その他、事業者公募の条件等にご意見があればご記入ください。










３　本市への質問事項等
	

	※本「対話」におきましては、事業者公募を実施するうえでの条件整理のため、各事業者の皆様と対話することを目的としており、現時点ではご回答できないこともございますことをご了承ください。



４　本市との対話への参加者
〔参加者名簿〕
	事業所名
	部署・役職
	氏名（ふりがな）
	電話番号
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